
社会福祉協議会は、市民の参加と協力によって運営され、地域福祉の推進を図る民間の組織です。 
 
  

社会福祉法人 

三島市社会福祉協議会 
 

〒411-0841 

三島市南本町 20-30 

電話:055-972-3221 

F A X:055-972-3466 
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南田町 

世
代
を
越
え
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場 

  

に

こ

に

こ

会  
 

 

 

 

平
成
29
年
５
月
よ
り
、
南
田
町
町
内
会
主
催
の
「
に
こ
に
こ
会
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
地
域
の
安
心
、
安
全
、
健
康
づ
く

り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
、
世
代
を
超
え
て
町
内
の
多
く
の
方
が
、

皆
で
楽
し
く
交
流
し
て
絆
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
ま

に
こ
に
こ
会
の
詳
細 

日
時
／
毎
月
１
回
、
第
１
土
曜
日

の
10
時
～
正
午
（
雨
天
中
止
） 
場
所
／
南
田
町
広
場
（
三

島
消
防
署
隣
） 

参
加
費
／
無
料 

内
容
／
輪
投
げ
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
お
茶
飲
み
、
童
謡
歌
唱
ほ
か 

※
町
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎 

問
合
せ
／
秋
津
さ
ん 

電
話
０
５
５
（
９
７
１
）
７
８
０
６ 

 

し
た
。 

活
動
内
容
は
、
輪
投
げ
や
童
謡
歌
唱
が
中
心
で
、
老

若
男
女
が
楽
し
め
、
対
象
者
を
選
ば
な
い
こ
と
か
ら
、

多
世
代
の
参
加
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
う
え
、
屋
外
活

動
で
す
の
で
、
青
い
空
の
下
、
緑
の
芝
と
木
々
に
囲
ま

れ
た
環
境
で
行
う
各
種
内
容
は
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ
と

解
放
感
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。 

会
が
始
ま
れ
ば
「
担
う
側
と
担
わ
れ
る
側
」
と
い
う

垣
根
は
な
く
全
員
が
参
加
者
。
取
材
当
日
も
、
地
域
の

運
動
会
の
輪
投
げ
種
目
に
備
え
、
皆
で
一
生
懸
命
に
練

習
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
皆
が
「
に
こ
に
こ
会
」

を
作
り
、
皆
で
会
の
目
的
達
成
に
向
け
て
歩
ん
で
い

る
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
「
こ
の
住
み
慣
れ
た
地
域
が

好
き
」
と
い
う
姿
が
あ
り
ま
し
た
。 

※
右
画
像 

に
こ
に
こ
会

事
務
局
の
３
名
。
右
か
ら

秋
津
さ
ん
、
土
屋
さ
ん
（
南

田
町
町
内
会
長
）、
仲
地
さ

ん
。
10
月
７
日
撮
影
。 
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栄
え
あ
る
表
彰 

受
賞
者
の
ご
紹
介 

多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
事
業
に
ご
尽
力

さ
れ
た
方
々
が
、
平
成
29
年
度
「
社
会
福
祉
大

会
」
、「
静
岡
県
健
康
福
祉
大
会
」、「
全
国
社
会

福
祉
大
会
」
の
各
大
会
に
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
社
会
福
祉
大
会 

１
．
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び
保
護
司
と
し
て
９

年
以
上
在
職
、
功
労
顕
著
な
者 

鈴
木
祥
子
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
） 

前
島
正
代
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
） 

森
川
清
次
（
保
護
司
） 

青
野
光
彦
（
保
護
司
） 

２
．
福
祉
施
設
、
福
祉
事
業
団
体
の
役
員
及
び
直
接

処
遇
職
員
と
し
て
９
年
以
上
、
直
接
処
遇
以
外
の
職

員
で
14
年
以
上
勤
続
、
功
労
顕
著
な
者 

名
倉
美
香
（
梅
の
実
保
育
園
事
務
長
） 

萱
場
真
之
輔
（
加
茂
川
町
保
育
園
保
育
士
） 

勝
間
田
実
希
（
加
茂
川
町
保
育
園
保
育
士
） 

近
藤
慶
子
（
錦
田
保
育
園
保
育
士
） 

宮
澤
明
美
（
錦
田
保
育
園
保
育
士
） 

袴
田
か
お
り
（
錦
田
保
育
園
保
育
士
） 

佐
野
江
美
（
錦
田
保
育
園
保
育
士
） 

さ
お
り
（
錦
田
保
育
園
保
育
士
） 

細
井
真
寿
己
（
錦
田
保
育
園
保
育
士
） 

福
井
夏
子
（
錦
田
保
育
園
保
育
士
） 

古
屋
美
里
（
み
は
ら
し
の
丘
副
主
任
） 

梅
澤
佑
一
（
み
は
ら
し
の
丘
副
主
任
） 

久
保
田
佳
美
（
み
は
ら
し
の
里
支
援
員
） 

芦
川
渉
（
み
は
ら
し
の
里
主
任
） 

内
野
翔
子
（
み
は
ら
し
の
里
副
主
任
） 

山
田
妙
子
（
み
は
ら
し
の
里
支
援
員
） 

増
田
文
月
（
み
は
ら
し
の
里
支
援
員
） 

保
角
登
美
子
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ま
と
世
話
人
） 

３
．
社
協
職
員
で
14
年
以
上
社
会
福
祉
事
業
に
専

念
、
功
労
顕
著
な
者 

 

中
島
光
代
（
公
益
事
業
室
副
参
事
・
お
ん
す
い
ち
施
設
長

） 

４
．
身
体
障
が
い
者
、
母
（
父
）
子
世
帯
、
戦
没
者

遺
族
、
そ
の
他
自
立
更
生
者
で
他
の
模
範
と
な
る
者 

 

野
本
恒
夫
（
三
島
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
） 

 

福
田
弘
樹
（
三
島
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
） 

 

松
久
英
二
（
三
島
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
） 

５
．
一
般
社
会
人
で
、
労
力
的
、
経
済
的
等
の
方
法

に
よ
り
、
福
祉
施
設
に
対
し
積
極
的
に
援
助
を
行

い
、
そ
の
進
展
に
寄
与
し
た
者 

 

後
藤
善
幸
（
三
島
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
） 

 

宮
本
正
義
（
三
島
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
） 

 

ヨ
リ
モ
ト
＆
フ
レ
ン
ド
リ
ー
パ
ー
テ
ィ（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
） 

６
．
そ
の
他
福
祉
事
業
に
対
し
、
功
労
顕
著
な
者 

 

飯
田
定
子
（
三
島
地
区
更
生
保
護
女
性
会
） 

川
﨑
喜
代
子
（
三
島
地
区
更
生
保
護
女
性
会
） 

小
沢
末
子
（
三
島
地
区
更
生
保
護
女
性
会
） 

 

渡
邊
啓
子
（
三
島
市
地
区
更
生
保
護
女
性
会
） 

齋
藤
久
子
（
三
島
市
地
区
更
生
保
護
女
性
会
） 

 

桜
ヶ
丘
幼
稚
園 

 

日
蓮
宗
静
岡
県
東
部
第
一
区
寺
院 

７
．
福
祉
大
会
会
長
感
謝
状
／
経
済
的
協
力
援
助

（
個
人
５
万
円
以
上
10
万
円
未
満
、
団
体
５
万
円
以

上
30
万
円
未
満
） 

 

芦
川
輝
美
代 

 

電
業
社
機
械
製
作
所
社
会
貢
献
基
金 

 

有
限
会
社
つ
ぼ
み 

 

鈴
木
工
務
店
協
力
会 

 

手
芸
部 

 

の
ん
ち
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
・
主
宰
高
尾
徳
更 

三
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

三
島
遊
技
場
組
合 

静
岡
県
東
部
イ
ベ
ン
ト
商
業
協
同
組
合 

 

■
静
岡
県
健
康
福
祉
大
会 

１
．
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
10
年
以
上
在
職
、

功
労
顕
著
な
者 

 

伊
藤
民
子 

 

神
戸
多
美
子 

２
．
福
祉
施
設
の
役
員
と
し
て
10
年
以
上
、
従
事
者

と
し
て
15
年
以
上
在
職
、
功
労
顕
著
な
者 

 

大
西
昭
夫
（
梅
の
実
保
育
園
監
事
） 

 

大
川
雪
乃
（
梅
の
実
保
育
園
保
育
士
） 

 

渡
邉
志
津
（
伊
豆
佐
野
保
育
園
主
任
） 

 

渡
邉
賢
（
光
ヶ
丘
保
育
園
保
育
士
） 

 

関
沼
祥
子
（
乳
児
院
静
岡
恵
明
学
園
保
育
士
） 

遠
藤
富
美
子
（
乳
児
院
静
岡
恵
明
学
園
保
育
士
） 

 

右
島
吏
（
み
は
ら
し
の
丘
課
長
） 

 

深
瀨
正
範
（
み
は
ら
し
の
丘
主
任
） 

 

■
全
国
社
会
福
祉
大
会 

１
．
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
15
年
以
上
在
職
、

功
労
顕
著
な
者 

 
 

尾
﨑
則
子 

２
．
福
祉
施
設
等
の
役
職
員
で
社
会
福
祉
事
業
に
勤

続
30
年
以
上
の
者 

 

鈴
木
圭
織
（
み
は
ら
し
の
丘
主
任
） 

 

杉
山
幸
枝
（
み
は
ら
し
の
里
主
任
） 
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ス
ロ
ー
ガ
ン

「

つ

な

が

り 

さ

さ

え

あ

う 

み

ん

な

の

地

域

づ

く

り

」 

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
は
、
共
同
募
金
運
動
の
一
環
と
し
て
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
法
人
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
関
係
機
関
・
団
体
の
協
力
の
も
と
、
新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期

に
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も
、
若
者
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
人
な
ど
、
誰
も
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

参
加
で
き
る
様
々
な
福
祉
活
動
を
展
開
し
、
地
域
に
お
い
て
孤
立
す
る
こ
と
な
く
自
分
ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
へ
幅
広
い
理
解
と
参
加
を
図
る
も
の
で
、
毎
年
12
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
、
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。 

三
島
市
内
に
お
い
て
は
、
三
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
協
力
を
得
て
、
年
末
年
始
に
経
済
的
に

支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
（
※
生
活
保
護
世
帯
は
除
く
）
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
み
な

さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
活
用
し
、
見
舞
金
の
贈
呈
を
通
し
て
支
援
す
る
「
歳
末
見
舞
金
贈
呈
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。 

本
年
も
、
こ
の
運
動
の
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

問
合
せ
：
三
島
市
共
同
募
金
委
員
会 

所
在
地
：
三
島
市
南
本
町
20-

30 

電
話
：
０
５
５(

９
７
２)

３
２
２
１ 

平成 29 年度 

平
成
28
年
度 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
実
績
報
告 

昨
年
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
全
て
静
岡

県
共
同
募
金
会
に
集
め
ら
れ
、
三
島
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
実
施
す
る
歳
末
見
舞
金
贈
呈
事
業
に
助

成
さ
れ
、
経
済
的
に
支
援
を
必
要
と
す
る
世
帯
へ

見
舞
金
と
し
て
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

〇平成 28 年度募金実績額 2,553,341 円 

〇歳末見舞金贈呈事業費 1,659,996 円 

・見 舞 金 額／1,632,000 円 

世 帯 1 人 2 人 3 人 4 人 5 人 6 人 7 人 

件 数 22 件 43 件 37 件 24 件 13 件 1 件 1 件 

※見舞金は、1人世帯 8,000 円、世帯内に 1人増えるごとに 2,000 円増。 

・事業諸経費／27,996 円 
 

募金実績額と事業費の差額分は、三島市社会福祉協議会が実施する平成

29 年度地域福祉活動事業へ助成され、生活困窮世帯の支援（生活一時扶助

金・食糧支援）に使われています。 

実施期間：平成 29 年 12 月 1 日～12 月 31 日 

三島市の目標額：2,800,000 円 

見
舞
金
贈
呈
に
あ
た
っ
て

は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
あ
た
た
か
な
思
い

や
り
の
気
持
ち
が
対
象
世
帯

へ
届
く
よ
う
に
、
上
記
の
封
筒

に
見
舞
金
を
入
れ
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
を
通
じ
て
、
お

届
け
し
て
い
ま
す
。 
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成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

等
に
よ
り
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の
権
利
を
守
る
た
め

の
制
度
（
民
法
）
で
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
心
身
の
状
態

や
生
活
状
況
に
配
慮
し
な
が
ら
、
法
律
面
や
生
活
面
で
そ
の
人

ら
し
い
生
活
を
お
手
伝
い
す
る
制
度
で
す
。 

三
島
市
社
協
で
は
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
も
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
に
向
け
、
平
成
29
年
３

月
よ
り
法
人
後
見
の
受
任
に
向
け
た
準
備
を
進
め
、
去
る
９
月

に
準
備
が
整
い
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
家
庭
裁
判
所
へ
報
告
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
は
、
社
会
福
祉
法
人
三
島
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
し
て
成
年
後
見
人
等
に
就
任
す
る
こ
が
で
き

ま
す
。
ま
た
就
任
後
は
、
ご
本
人
に
代
わ
っ
て
契
約
等
を
行
っ

た
り
、
ご
本
人
が
行
っ
た
不
利
益
な
契
約
等
を
取
り
消
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

  

  

三
島
市
社
協
で
は
、
各
関
係
機
関
の
協
力

を
得
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
擁
護
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
、
法

律
職
（
弁
護
士
・
司
法
書
士
／
要
予
約
）
と
福

祉
職
（
社
会
福
祉
士
／
随
時
）
が
対
応
し
ま

す
。
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
ま
ず
本
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
※
相
談
料
無
料
、
原

則
１
件
の
相
談
に
つ
き
30
分
ま
で
。
な
お
、

弁
護
士
権
利
擁
護
相
談
は
、
平
成
30
年
２
月

よ
り
開
設
。 

権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
ご
案
内 

■相談窓口の詳細 

名称 日時 備考 

司法書士 

権利擁護相談 

毎月第 3 水曜日 

13：30～16：30 
完全予約 

弁護士 

権利擁護相談 

毎月第 1 水曜日 

13：30～16：30 

完全予約 

※平成 30 年 2 月より 

社会福祉士 

権利擁護相談 

月～金曜日 

9：00～17：00 
随時対応 

 

相
談
内
容
（
例
） 

成
年
後
見
概
要
／
任
意
後
見
／
法
定
後

見
／
財
産
管
理
契
約
等
／
相
続
・
遺
産

分
割
／
遺
言
／
贈
与
／
金
銭
（
預
金
）
の

管
理
・
処
分
／
不
動
産
の
管
理
・
処
分 

／
悪
徳
商
法
多
重
債
務
／
訴
訟
／
介
護

保
険
／
身
上
監
護
／
身
元
引
受
／
死
後

の
事
務
／
身
の
回
り
の
世
話
な
ど
／
福

祉
制
度
／
親
な
き
あ
と
問
題
／
精
神
障

が
い
・
知
的
障
が
い
に
関
す
る
も
の 

高
齢
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
／
福
祉
用
具 

施
設
の
種
類
／
障
が
い
者
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
／
そ
の
他 

予
約
・
問
合
せ
は
、
三
島
市
社
協
へ 

電
話
０
５
５(

９
７
２)

３
２
２
１ 

 

成
年
後
見
制
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

法
人
後
見
と
は 

親
族
や
専
門
家
等

の
個
人
が
成
年
後
見
人
等
に
就
任
し

た
場
合
と
同
様
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
企

業
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
法
人
が
成

年
後
見
人
等
と
な
り
、
判
断
能
力
が
十

分
で
な
い
方
の
保
護
・
支
援
を
行
う
こ

と
を
言
い
ま
す
。
一
般
的
に
、
法
人
後
見

で
は
、
法
人
の
職
員
が
成
年
後
見
制
度

に
基
づ
く
後
見
事
務
を
行
い
ま
す
の

で
、
担
当
し
て
い
る
職
員
が
何
ら
か
の

理
由
で
そ
の
事
務
を
行
え
な
く
な
っ
て

も
、
担
当
者
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、

後
見
事
務
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。 

成
年
後
見
運
営
委
員
会 

三
島
市
社
協

の
適
正
な
後
見
業
務
を
担
保
す
る
た
め

設
置
。
後
見
業
務
の
指
導
を
は
じ
め
、
受

任
及
び
辞
任
の
申
し
立
て
等
に
関
す
る

審
査
等
を
行
う
。
法
律
・
医
療
・
福
祉
・

行
政
関
係
等
の
専
門
家
で
構
成
。 

 

成
年
後
見
出
前
講
座 

三
島
市
社
協
職
員
が
市
民
の
皆
さ
ん

の
も
と
へ
出
向
き
、
制
度
に
つ
い
て
、
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
５
人
以
上

で
会
場
を
ご
用
意
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
電
話
０
５
５(

９
７
２)

３

２
２
１ 

■成年後見の主な取り組みの状況 

3/28 本会理事会にて定款変更 

4/1 成年後見運営委員会要綱決済 

5/17 第 1 回成年後見運営委員会 

6/27 第 2 回成年後見運営委員会 

7/13 第 3 回成年後見運営委員会 

9/12 本会理事会にて規程の承認 

9/13 家庭裁判所へ報告 

9/14 第 4 回成年後見運営委員会 

10/12 臨時成年後見運営委員会 

11/16 第 5 回成年後見運営委員会 

12 月 1 日現在 2 件を受任中 

 



（5） http://mishimashakyo.jp  

  

  
10
月
12
日
、
並
木
地
区
に
地
域
の
喫
茶
店
「
交
流
喫

茶
な
み
き
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
喫
茶
店
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
い
つ
来
て
も
い
い
、
い
つ
帰
っ
て
も

い
い
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
お
茶
で
も
飲
み

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
お
し
ゃ
べ
り
。
時
々
体
操
を
し
た

り
、
歌
を
う
た
っ
た
り
、
み
ん
な
が
自
由
気
ま
ま
に
過

ご
せ
る
場
所
で
す
。 

初
日
は
、
地
域
住
民
30
名
が
集
ま
り
、
セ
レ
モ
ニ
ー

を
は
じ
め
、
み
し
ま
体
操
や
ゲ
ー
ム
、
茶
話
会
と
い
っ

た
内
容
で
、
終
始
笑
い
の
絶
え
な
い
大
盛
り
上
が
り
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

 

立
ち
上
げ
に
向
け
て
中
心
と
な
っ
た
人
物
は
、
地
域

住
民
の
大
滝
さ
ん
で
す
。
大
滝
さ
ん
は
、
並
木
地
区
の

老
人
ク
ラ
ブ
が
平
成
28
年
度
を
も
っ
て
解
散
し
た
こ

と
か
ら
、
今
後
こ
の
地
域
に
新
た
な
形
で
み
ん
な
が
気

軽
に
集
え
て
、
仲
良
く
交
流
で
き
る
場
所
を
作
り
た
い

と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
思
い 

地
域
の
喫
茶
店
「
交
流
喫
茶
な
み
き
」
オ
ー
プ
ン 
並
木
地
区 

みしま体操で健康づくり 

茶話会の様子   

に
賛
同
し
て
く
れ
た
の
が
並
木
自
治
会
で
す
。
自
治
会

長
の
山
田
さ
ん
の
様
々
な
ア
イ
デ
ア
・
意
見
を
は
じ

め
、
多
く
の
協
力
者
の
も
と
、
大
滝
さ
ん
の
思
い
は
一

気
に
形
と
な
り
今
日
に
至
り
ま
し
た
。 

 

多
く
の
方
が
、
こ
の
「
交
流
喫
茶
な
み
き
」
の
立
ち

上
げ
に
向
け
て
、
同
じ
思
い
で
関
わ
り
を
も
っ
た
こ
と

か
ら
、
と
て
も
明
る
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
て
い

て
、
訪
れ
た
方
誰
も
が
元
気
と
パ
ワ
ー
を
も
え
ま
す
。

地
域
の
方
の
み
な
ら
ず
、
誰
で
も
大
歓
迎
で
あ
る
こ
の

喫
茶
店
、
是
非
、
皆
さ
ん
も
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。 

 
交
流
喫
茶
な
み
き 

場
所
／
谷
田
並
木
自
治
会
館(

※

錦
田
保
育
園
隣)

 

日
時
／
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
30

分
～
正
午
※
第
５
週
目
は
休
み 

参
加
費
／
100
円(

飲

み
物
提
供
あ
り)

 
問
合
せ
／
大
滝
さ
ん 

電
話
０
５

５(

９
７
３)

４
６
２
５ 

自治会長の山田さん（左）と 

大滝さん（右） 

答え 必勝の文字／得点の数字／

めがねの人／サッカーボール／希

望くんのはちまき／愛ちゃんのま

つげ／カーテン 

ま
ち
が
い
さ
が
し 

 

当
選
者
発
表 

前
号
の
「
ま
ち
が
い
さ
が
し
」

の
コ
ー
ナ
ー
へ
多
数
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。
応
募
総

数
85
件
、
内
正
解
は
67
件
で
し

た
。
正
解
者
か
ら
厳
選
な
抽
選
を

行
っ
た
結
果
、
谷
田
に
お
住
い
の

斉
藤
央
子
さ
ん
に
決
定
い
た
し
ま

し
た
。
齋
藤
さ
ん
に
は
、
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ル
を

本
会
よ
り
直
接
お
渡
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

斉藤さん（右）が健康のために心が

けていることは、毎日 30 分のウォ

ーキングとラジオ体操です。 

■
ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
様
の
「
健
康

の
た
め
に
心
が
け
て
い
る
事
」
を
一
部

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

毎
日
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
体
操
／
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
／
サ
イ
ク
リ
ン
グ
／
山
歩
き
／

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
／
ボ
ー
リ
ン
グ
／
社

交
ダ
ン
ス
／
ス
ク
ワ
ッ
ト
／
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ジ
ム
へ
通
う
／
腹
八
分
目
／
野
菜

中
心
の
食
事
／
毎
朝
ヨ
ー
グ
ル
ト
／
青

汁
／
暴
飲
暴
食
に
注
意
／
早
寝
・
早
起

き
／
ス
ト
レ
ッ
チ
／
片
足
立
ち
体
操
／

血
圧
測
定
／
筋
ト
レ
／
脳
ト
レ
／
ヨ
ガ

／
カ
ラ
オ
ケ
／
禁
酒
・
禁
煙 

ほ
か 

用語説明 

交
流
喫
茶
（
こ
う
り
ゅ
う
き
っ
さ
） 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
の
呼

称
の
ひ
と
つ
。
ほ
か
に
、「
茶
の
間
」「
た
ま
り
場
」「
縁
側
」「
サ
ロ
ン
」

な
ど
と
様
々
な
呼
び
方
が
あ
る
。
飲
み
物
を
有
償
で
提
供
す
る
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
、
地
域
の
方
を
は
じ
め
、
皆
が
気
軽
に
集
え
る
場

所
、
交
流
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 
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この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています。 

  
お し ら せ ／ ぼ し ゅ う ／ ご あ ん な い 

冬季フードドライブにご協力お願いします 

フードドライブとは、家庭等で余っている食糧を、

施設や学校、職場などに集めてフードバンクに寄附す

る食糧寄附活動です。「フードバンクふじのくに」で

は、1月 5日から 31 日までの間、県内各箇所で平成

29 年度冬季フードドライブを実施します。三島市社

協では、この運動の趣旨に賛同し、開催箇所の 1 つと

して、三島市社会福祉会館に専用ＢＯＸを設置しま

す。ご家庭で眠っている食糧がありましたら是非ご協

力をお願いします。 

回収している食糧／常温保存の未開封の食料、賞味期

限 2 ヶ月以上 回収できない食糧／アルコール・アル

コールを含む食料、保存水・栄養剤、介護用流動食、美

容食品・健康食品、サプリメント 

問合せ／三島市社協 電話 055-972-3221 

 

年末年始のお休みについて 
 

三島市社協は下記のとおり年末年始の窓口を休業さ

せていただきます。ご理解ご協力の程、よろしくお願

いいたします。 12 月 29 日（金）～1月 3日（水） 

新しい地域支援を考えるフォーラム 

～住んでいて良かったと思える地域を目指して～ 

住み慣れた地域で最期まで自分らしく暮らし続けたい…。誰もが願うこれから

のまちづくりを一緒に考えませんか。 

と き／平成 29 年 12 月 19 日（火）13：30～16：00 （開場 13：00） 

ところ／三島市民生涯学習センター ３階 講義室 

内 容／１．開会、趣旨説明 

２．三島市の高齢者施策の状況について  三島市長 豊岡武士 氏 

３．基調講演「地域で自分の力を活かす」 講師：堀田力 氏 

４．活動報告及びパネルディスカッション 

定 員／150 名（参加費無料） 

対 象／三島市民、自治会関係者、民生委員児童委員、ＮＰＯ・ボランティア関係

者、福祉事業関係者、その他地域支援の取組に興味のある方 

主 催／三島市新しい地域支援を考えるフォーラム実行委員会・三島市・三島市

社会福祉協議会 

申込み／三島市長寿介護課 電話 055-983-2759 ※尚、当日直接参加も可。 

※駐車場に限りがありますので公共交通機関のご利用にご協力ください。 

堀田力 氏 ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 

現、公益財団法人さわや

か福祉財団会長・弁護士。

にっぽん子育て応援団団

長。新地域支援構想会議の

呼びかけ団体として、国や

市町村へ提言するなど全国

各地で精力的に絆のある地

域づくりを推進中。 

新春将棋教室・大会 参加者募集 

将棋ボランティア「一七
いちなな

の会」による将棋教室で

す。子供達だけではなく、親子での参加、大人の参

加も大歓迎です。将棋に興味のある方なら誰でも

参加できます。 

と き／1 月 6 日（土）13：30～ 

ところ／三島市社会福祉会館 4 階 大会議室 

対 象／小学生以上 参加費／無料 

申込み／三島市社協 電話 055-972-3221 

第 6回地域交流祭り ～絵が Oh！～ 

と き／12 月 9 日（土）10：30～15：00 小雨決行 

ところ／指定生活介護事業所えがお(新谷190-2) 

内 容／ザ☆楽団ラリアート・白道 BJB・げんき

玉によるパワフルステージ！バルーン

アーティストによるパフォーマンス、

模擬店各種・ポン菓子無料配布、抽選会

ほか ※無料特設駐車場あり 

問合せ／指定生活介護事業所えがお（担当：井村） 

    電話 055-976-2800 


